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１．背景にあるもの 

２．主な変更点 

３．学校保健とのつながり 



平成29年1月，総務省の「発達障害者支援に関する

行政評価・監視結果に基づく勧告」により， 

 

1.発達障害者の医療機関受診までの待機期間が長い 

2.発達障害者の早期発見が不十分である 

 

が指摘された． 









（乳幼児健診）  

発達障害、特に広汎性発達障害は、1歳前後でその特徴が目立ち始めると

されており、その発見の場が、母子保健法第12条の規定に基づき市町村

が実施する満1歳6か月を超え満2歳に達しない幼児に対する健康診査（以

下「1歳6か月児健診」という。）及び満3歳を超え満4歳に達しない幼児

に対する健康診査（以下「3歳児健診」という。）である。  

また、注意欠陥多動性障害などの発達障害は、多くの児童が保育所又は幼

稚園で集団生活に慣れ始める5歳頃までには、その特性が現れるとされて

おり、母子保健法第13条の規定に基づき市町村が任意で実施している5歳

児を対象とする健康診査（以下「5歳児健診」という。）も発達障害を発

見する上で重要な役割を果たすものと考えられる。 



5歳児健診における発達障害の発見の取組状況 

  

今回、5歳児健診と1歳6か月児健診及び3歳児健診との比較のため、3市町村を抽出し、5歳児健

診時における発達障害の発見の取組状況を試みに調査した結果、次のような状況がみられた。  

調査した3市町村では、いずれも児童が通う保育所及び幼稚園の保育士、教諭等から児童の集団

生活における態様を把握した上で、医師による問診、保健師による行動観察などを行っていた。  

これらの市町村における、5歳児健診で発達障害が疑われた児童の平成26年度の割合は、平均

9.6％であり、24年度の3歳児健診時に発達障害が疑われた児童の割合と比較すると、1.8ポイ

ント増加しており、単純に比較はできないが、3歳児健診では発見されなかった発達障害児が疑

われる児童が新たに発見されている可能性があると考えられる。 

後述する就学時健診を実施する市町村教育委員会からは、小学校入学のおよそ4か月前に行われ

る就学時健診では、発達障害が疑われる児童を発見しても入学までに十分な療育の機会が確保で

きないため、5歳児健診・相談の整備が必要であるとの意見がみられた（4教育委員会）ところで

あり、注意欠陥多動性障害などの発達障害を発見する上では、5歳児健診は市町村の任意の取組

であり財政面への配慮は必要であるものの、今後も、取組が増加していくことが期待される。 



5 歳児健診における発達障害の発見後の対応状況 

 

5 歳児健診を行っている調査した3 市町村では、5 歳児健診で発達障害が 

疑われる児童を発見した場合、当該児童が在籍する保育所・幼稚園を臨床

心理士等が巡回し相談対応を行うほか、状況に応じ、専門の医療機関を紹

介していた。 

上記3 市町村のうち1 市町村では、平成26 年度に実施した5 歳児健診の 

結果、発達障害が疑われた全児童に対して、所属する保育所・幼稚園への

巡回相談を実施していた。 

調査した市町村では、発達障害が疑われる児童の発見後の対応として、保 

護者の受容が課題となっており、保護者に対しては、子どもの障害への気

付きを促しつつ保護者が受容をした段階で、専門的な検査や医療機関を案

内するため、案内までに時間を要する場合があるとしている。 



１．背景にあるもの 

２．主な変更点 

３．学校保健とのつながり 



就学時の健康診断マニュアル改訂のポイント 

発達障害の早期発見 

  発達障害者支援法（平成17年度）  

  第五条第二項 

  就学時の健康診断を行う際に早期発見に留意しなければならない 

 



就学時の健康診断マニュアル改訂のポイント 

発達障害の疑いのある者をスクリーニングする際は、発

達障害等の実態把握の方法等を示した教育支援資料を参

考にしたり、予め保護者等から子供の様子について実態

把握を行い面接時においてそれを参考にしたりして、行

動や態度、情緒面等を把握し、教育相談・就学支援が必

要であるかどうかを判断する。 



教育支援資料 
 

～障害のある子供の就学手続と早期からの一貫した支援の充実～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年１０月 

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 



実態把握 

SDQ 

Strength and Difficulties Questionnaire 



SDQのすべての質問紙をご覧になりた
い方は、ホームページをご覧になって、
ダウンロードしてください。研究、調査
で使われるときは、ダウンロードした質
問紙をそのままお使いください。 
ダウンロードの方法 
１）http://www.sdqinfo.com/  
（SDQホームページを開く） 
２）Questionnaire etc.をクリック 
  View & Download をクリック 
３）Japaneseをクリックして、質問紙
をダウンロード 

検索で SDQ と入れると 
一番上に、厚生労働省のお知
らせが出る 

http://www.sdqinfo.com/


Strengths and Difficulties Questionnaire 
あては
まる 

ややあ
てはま
る 

あては
まらな
い 

1．他人の心情をよく気づかう ２□ １□ ０□ 

2．おちつきがなく、長い間じっとしていられない ２□ １□ ０□ 

3．頭がいたい、お腹がいたいなど、体調不良をよくうったえる ２□ １□ ０□ 

4．他の子供たちと、よく分け合う（ごほうび・おもちゃ・鉛筆など） ２□ １□ ０□ 

5．カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事がよくある ２□ １□ ０□ 

6．一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い ２□ １□ ０□ 

7．素直で、だいたいは大人のいうことをよくきく ０□ １□ ２□ 

8．心配ごとが多く、いつも不安なようだ ２□ １□ ０□ 

9．誰かが傷ついたり、怒っていたり、気分がわるい時など、すすんで手をさ
しのべる 

２□ １□ ０□ 

10．いつもそわそわしたり、もじもじしている ２□ １□ ０□ 

11．仲の良い友達が少なくとも一人はいる ０□ １□ ２□ 

12．よく他の子とけんかをしたり、いじめたりする ２□ １□ ０□ 

13．おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりすることがよくある ２□ １□ ０□ 

14．他の子供達から、だいたいは好かれているようだ ０□ １□ ２□ 

15．すぐに気が散りやすく、注意を集中できない ２□ １□ ０□ 

16．目新しい場面に直面すると不安ですがりついたり、すぐに自信をなくす ２□ １□ ０□ 

17．年下の子供達に対してやさしい ２□ １□ ０□ 

18．よくうそをついたり、ごまかしたりする ２□ １□ ０□ 

19．他の子から、いじめの対象にされたり、からかわれたりする ２□ １□ ０□ 

20．自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・友達など） ２□ １□ ０□ 

21．よく考えてから行動する ０□ １□ ２□ 

22．家や学校、その他から物を盗んだりする ２□ １□ ０□ 

23．他の子供達より、大人といる方がうまくいくようだ ２□ １□ ０□ 

24．こわがりで、すぐにおびえたりする ２□ １□ ０□ 

25．ものごとを最後までやりとげ、集中力もある ０□ １□ ２□ 

①行為面 

②多動性 

③情緒面 

④仲間関係 

⑤向社会性 



Strengths and Difficulties Questionnaire 

行為面 

あて
はま
る 

やや
あて
はま
る 

あて
はま
らな
い 

5．カッとなったり、かんしゃくをおこしたりする事が
よくある 

２□ １□ ０□ 

7．素直で、だいたいは大人のいうことをよくきく ０□ １□ ２□ 

12．よく他の子とけんかをしたり、いじめたりする 
 

２□ １□ ０□ 

18．よくうそをついたり、ごまかしたりする 
 

２□ １□ ０□ 

22．家や学校、その他から物を盗んだりする 
 

２□ １□ ０□ 



Strengths and Difficulties Questionnaire 

多動面 

あて
はま
る 

やや
あて
はま
る 

あて
はま
らな
い 

2．おちつきがなく、長い間じっとしていられない ２□ １□ ０□ 

10．いつもそわそわしたり、もじもじしている ２□ １□ ０□ 

15．すぐに気が散りやすく、注意を集中できない ２□ １□ ０□ 

21．よく考えてから行動する ０□ １□ ２□ 

25．ものごとを最後までやりとげ、集中力もある ０□ １□ ２□ 



Strengths and Difficulties Questionnaire 

情緒面 

あて
はま
る 

やや
あて
はま
る 

あて
はま
らな
い 

3．頭がいたい、お腹がいたいなど、体調不良をよく
うったえる 

２□ １□ ０□ 

8．心配ごとが多く、いつも不安なようだ ２□ １□ ０□ 

13．おちこんでしずんでいたり、涙ぐんでいたりするこ
とがよくある 

２□ １□ ０□ 

16．目新しい場面に直面すると不安ですがりついたり、
すぐに自信をなくす 

２□ １□ ０□ 

24．こわがりで、すぐにおびえたりする ２□ １□ ０□ 



Strengths and Difficulties Questionnaire 

仲間関係 

あて
はま
る 

やや
あて
はま
る 

あて
はま
らな
い 

6．一人でいるのが好きで、一人で遊ぶことが多い ２□ １□ ０□ 

11．仲の良い友達が少なくとも一人はいる ０□ １□ ２□ 

14．他の子供達から、だいたいは好かれているようだ ０□ １□ ２□ 

19．他の子から、いじめの対象にされたり、からかわれ
たりする 

２□ １□ ０□ 

23．他の子供達より、大人といる方がうまくいくようだ ２□ １□ ０□ 



Strengths and Difficulties Questionnaire 

向社会性 

あて
はま
る 

やや
あて
はま
る 

あて
はま
らな
い 

1．他人の心情をよく気づかう ２□ １□ ０□ 

4．他の子供たちと、よく分け合う（ごほうび・おも
ちゃ・鉛筆など） 

２□ １□ ０□ 

9．誰かが傷ついたり、怒っていたり、気分がわるい時
など、すすんで手をさしのべる 

２□ １□ ０□ 

17．年下の子供達に対してやさしい ２□ １□ ０□ 

20．自分からすすんでよく他人を手伝う（親・先生・友
達など） 

２□ １□ ０□ 



日本におけるSDQ（保護者評価）の標準値 (4-12歳、
2899 名のデータから分析) 
（Matsuishi et al. Brain & Development 2008;30:410-415.から翻訳抜粋） 

Low Need Some Need High Need 

 Total Difficulties Score 0－12 13－15 16－40 

 情緒 0－3 4 5－10 

 行為 0－3 4 5－10 

 多動・不注意 0－5 6 7－10 

 仲間関係 0－3 4 5－10 

 向社会性 6－10 5 0－4 



７歳男児 IQ:96 ASD 
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７歳男児 IQ:102 ADHD 
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SDQの活用例 

就学時健診の面接で活用 

 事前に保護者がつけて、学校が分析 

 教育相談や就学支援に活かす 

 

就学健診後に活用 

 就学時健診時に実施 

 健診の面接結果と合わせて総合的に判断 

 教育相談や就学支援に活かす 



面接の内容の変更 

１．発達の状態に関する面接 

１．知的発達の状態に関する面接 

（参考） 知的発達について 
ア 問題１から問題７までは、幼児の発達段階をみる目安と 
  して設定したもので、問題５までができる幼児は、概ね  
  ４歳の発達段階を超えているといえる 
 
イ しかし、幼児の発達段階をみるには、正確な発達検査や 
  専門医の診断等によらなければならない。 



面接の内容の変更 

２．言語に関する面接 

問題９ 文字への関心興味 

本を見ることを好むかどうか、一人ひとりたずねる。明ら

かに好まない場合には保護者等にも同じ内容を尋ね、明ら

かに好まない場合には入学当初から文字の習得の程度に留

意する。 



面接の内容の変更 

３．行動や態度、情緒面に関する面接 

（参考）  

• 面接時に勝手に立ち上がったり、席を離れたりする 

• 面接時の質問を聞き返したり、聞き逃したりする 

• 面接時に順番を守らないなど、他の子どもとの協調性に乏しい 

• 面接時のやり取りにおいて、一方的だったり、ずれたりした回答を

する 

• 視線が合いにくい 

• とても不安そうである 

• 吃音やチックが見られる 

• 人前で話さない 



事後措置 

就学時の健康診断において、発達障害を含む障害の疑いがあ

る場合には、教育相談や就学支援を担当する部局及び保健・

福祉部局と連携し、情報の共有や引き継ぎ等の手続き等をあ

らかじめ策定しておき、適切に保護者に対し教育相談、子育

て相談、心理発達相談、かかりつけ医への相談へ引き継ぐこ

となどが大切である。 



診察方法 

 安静閉眼 20秒維持 

 Syntax課題 

右手で右眼をかくす 

左手で左耳をつまむ 

右手で左眼をかくす 

左手で右耳をつまむ 



発達の変曲点 

 5歳半（年長組）・・・・・ 

 10歳（小学4年生）・・・・ 

 14歳（中学2年生）・・・・ 

布置が身につく 

親を参照しなくなる 

夜、一人で過ごす 



布置の力 

 言語では「文脈を理解する力」 

 行動では「見通しを持つ力」 



幼稚園教育要領解説本に掲載 

序章 第２節 
１．幼児期の特性 

 また、幼稚園における生活の流れが把握できていないと、幼児

は、今目の前で起きていることにとらわれ、やりたいことができ

ないとなく、怒るなどの情緒的な反応を示すことがある。幼稚園

生活の中で、活動の区切りに教師や友達と共に振り返りの経験を

積むことや教師が適切な言葉掛けをすることなどにより、幼児は

徐々に過去と今、今と未来の関係に気付くようになり、活動の見

通しや、期待が持てるようになっていく。 



すくすくコホート研究  
平成16年～25年 
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その他の変更点 

眼科健診にてカバーテス
トが加わった 

図３-３ 

図３-１ 

図３-２ 



１．背景にあるもの 

２．主な変更点 

３．学校保健とのつながり 



（学校医の職務執行の準則）  
第二十二条  学校医の職務執行の準則は、次の各号に掲げるとおりとする。  
一  学校保健計画及び学校安全計画の立案に参与すること。  
二  学校の環境衛生の維持及び改善に関し、学校薬剤師と協力して、必要
な指導及び助言を行うこと。  
三  法第八条の健康相談に従事すること。  
四  法第九条の保健指導に従事すること。 ・・・・ 
五  法第十三条の健康診断に従事すること。  
六  法第十四条の疾病の予防処置に従事すること。  
七  法第二章第四節の感染症の予防に関し必要な指導及び助言を行い、並
びに学校における感染症及び食中毒の予防処置に従事すること。  
八  校長の求めにより、救急処置に従事すること。  
九  市町村の教育委員会又は学校の設置者の求めにより、法第十一条の健
康診断又は法第十五条第一項の健康診断に従事すること。  
十  前各号に掲げるもののほか、必要に応じ、学校における保健管理に関
する専門的事項に関する指導に従事すること。  
２  学校医は、前項の職務に従事したときは、その状況の概要を学校医執
務記録簿に記入して校長に提出するものとする。  

新設項目 

学校保健法 → 学校保健安全法 
（平成２０年６月） 



（保健指導）  

第九条  養護教諭その他の職員は、相互に連携して、健

康相談又は児童生徒等の健康状態の日常的な観察により、

児童生徒等の心身の状況を把握し、健康上の問題があると

認めるときは、遅滞なく、当該児童生徒等に対して必要な

指導を行うとともに、必要に応じ、その保護者（学校教育

法第十六条に規定する保護者をいう。第二十四条及び第三

十条において同じ。）に対して必要な助言を行うものとす

る。  



“教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応” 

（H21年3月 文部科学省） 

学校医・学校歯科医の役割のポイント 

① 子どものメンタルヘルスについて医療的な見地から学校を支援する 

② 学校と地域の医療機関等へのつなぎ役になる 

③ 健康診断等から、児童虐待等の早期発見に努める 

④ 専門的な立場から健康相談、保健指導を行う 

⑤ 学校保健委員会に参加し、専門的な立場から指導・助言を行う 





心の健康問題の組織的な対応の進め方 





まとめ 

1. 改訂された就学時健康診査では、発達障害を発見する

ことが強調された。 

2. SDQの活用、乳幼児健診結果の活用に加えて、面接方

法を変更することにより、発達障害が疑われる小児に

気づくこととなった。 

3. 学校保健においても子どもの保健指導を行うことが義

務付けられている。 


